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猛暑の中、今年もオープンキャンパスにたくさんの高校生にご参加いただきました。ありがとうござい

ました。法学部ニュースについてのご意見・ご感想をお待ちしています。また寄稿も歓迎いたします。

　炭崎 貴子（sumisaki@law.kyushu-u.ac.jp）

FACULTY OF LAW

KYUSHU UNIVERSITY 

赤坂幸一＝奈良岡聰智（校訂）
『平野貞夫・衆議院事務局日記〔第４巻〕〔第３巻〕〔第２巻〕』信山社
赤坂准教授
2013年９月、８月、７月

内田博文（編）
『歴史に学ぶ刑事訴訟法』法律文化社
内田名誉教授
2013年８月

山元　一＝只野雅人（編訳）
『フランス憲政学の動向̶法と政治の間』慶応義塾大学出版会
南野准教授
2013年８月

『法政研究』80巻１号　九州大学法政学会　
井上准教授、香山准教授、関口教授、田中准教授、村上教授、村西准教授
2013年７月

南野　森（編）
『憲法学の世界』日本評論社
赤坂准教授、南野准教授
2013年７月

相澤英孝＝西村あさひ法律事務所（編著）
『知的財産法概説〔第５版〕』弘文堂
寺本教授
2013年７月

ミシェル・トロペール（著）南野　森（編訳）
『リアリズムの法解釈理論̶ミシェル・トロペール論文　』勁草書房
南野准教授
2013年６月

浅田和茂ほか（編）
『改革期の刑事法理論̶福井厚先生古稀記念論集』法律文化社
武内准教授、豊崎准教授
2013年６月

和田　肇＝脇田　滋＝矢野昌浩（編著）
『労働者派遣と法』日本評論社
野田教授
2013年６月

『社会保障　迫られる改革／欧米の動向と震災日本』（社会保障
法第28号）法律文化社
笠木准教授
2013年５月

法学部教員の近著（判例解説を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※法学部HPでも随時紹介しています。

　2013年４月22日（月）に、九州大学大学院法学研究院・法科大学院は、韓国の高麗大学法学
専門大学院と国際学術交流協定の調印式を行いました。
　調印式と共に、九州大学大学院法学研究院と高麗大学法学専門大学院の教授陣が講師を務
めるセミナーも開催いたしました。
　今後とも、両大学が学術・教育・学生の交流を促進し、よりよい関係を築いていくことが期待
されます。

九州大学大学院法学研究院・法科大学院は高麗大学法学
専門大学院（韓国）と国際学術交流協定を締結しました。

KYUSHU UNIVERSITY FACULTY OF LAW-NEWS Vol.15

第15号
平成25年９月30日　九州大学法学部広報委員会



KYUSHU UNIVERSITY           FACULTY OF LAW-NEWSKYUSHU UNIVERSITY           FACULTY OF LAW-NEWS 32

　2013年９月４日、マックス・プランク外国私法・国際

私法研究所所長（ドイツ）のユルゲン・バセドウ教授へ九

州大学名誉博士号が授与されました。

　バセドウ教授は、ハンブルグ大学、ジュネーブ大学、パ

ヴィア大学で学び、1979年にハンブルグ大学で博士号

を取得、1980年から1981年までハーバード大学ロー

スクールで法学修士を取得後、1987年から1995年

までアウブスブルグ大学法学部教授（1993年から

1994年まで法学部長）、1995年から1997年までベ

ルリン自由大学法学部教授、1997年からマックス・プ

ランク外国・国際私法研究所所長、ハンブルグ大学教授

に就任しています。

　バセドウ教授は、九州大学の研究者と共同で企画した

国際シンポジウムを機に1999年に初来日、これまでに

５回の国際研究集会を九州大学の研究者と日本または

ドイツで共催し、その成果はすべて著名な欧米の出版社

から公表されています。

　最近では、2013年１月に九州大学における５回の連

続講演のために来日され、2014年１月にも連続講演の

ために再度来日予定です。また、バセドウ教授は、九州大

学教員を研究代表とする特定領域研究「21世紀におけ

るわが国の国際取引関係法の透明化と充実化－

Doing　Cross－border　Business　with/in　

Japan　のために」（通称「日本法の透明化」プロジェク

ト）（平成16年度－20年度）の外部評価委員を務めた

ほか、最近締結された九州大学法学研究院及び法科大学

院とドイツの私立ブツェリウス・ロースクール（ハンブ

ルグ）との学術及び学生交流協定締結を仲介、これらを

通して九州大学における法学研究・教育に多大な貢献を

されました。以上の功績から今回の授与となりました。

ユルゲン・バセドウ教授に
九州大学名誉博士号が授与されました

　2013年６月21日、ボルドー高等教育機関（フラン

ス）の教員らが法学研究院を来訪されました。

　ボルドー高等教育機関は、ボルドー市の主要な大学と

グランゼコール（※）から構成されていて、九州大学と全

学国際交流協定を締結しています。法学研究院とボル

ドー政治学院（ボルドー高等教育機関の構成校）とも

部局間交流協定を締結しています。

　今回の訪問で、ボルドー側は法学部、法学府との今後

の協力についてさらに進めていきたいとの意向を固め

ました。法学研究院は現在のところボルドー政治学院と

交流していますが、全学協定を利用して、ボルドー大学

法学部ともぜひ交流を始めたいとの希望が強く表明さ

れました。まずは、学生を１～２週間九大へ派遣するこ

とを相談されました。

ボルドー高等教育機関が法学研究院を来訪されました

（※）大学以上の格を持つフランス独自の高等教育機関

法学研究院の教員との意見交換会

九大に留学しているボルドーからの留学生との意見交換会
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　EUインスティチュート・イン・ジャパン九州（EUIJ

九州、事務局：九州大学EUセンター内）は、2013年

６月６日に、外務省経済局国際経済課の吉田昌弘首席事

務官をお招きし、「日本とEUの協力関係：EPAへ向け

て」というテーマで外交講座を開催いたしました。外務

省の外交講座とは、外務省が全国の大学に職員を派遣

し、次代を担う大学生・大学院生を対象に最新の国際情

勢や外交問題について理解を深めてもらうため実施して

いる講座で、九州大学では昨年に引き続き今回も開催し

ました。当日は、一般市民の参加も含め、約50名が参

加しました。

　学生にとっては、日本外交の第一線で活躍する現役外

交官の話を身近に聞くことができ、国際関係や日本の対

外政策に対する関心が高まったとともに、外務省での仕

事や国際公務員への道筋などが示されたパンフレットも

配布され、大変有意義な講義でした。

http://www.euij-kyushu.com/jp/
home/index.html

本音を聞いた。特にEUと欧州委員会、各国の思惑が絡んだ交渉にお
ける駆け引きについての話が一番面白かった。

自分のゼミで学んでいたことを実際の現場で応用された話で非常に
興味深かったです。

経済分野ではふだんニュースでよく聞く言葉も意味の分からないまま
聞いていたので、今回説明していただいて助かりました。

講師の方個人の思いも時折聞くことが出来て、とても興味深い。

TPPやEPAに関して詳しく知ることができ、加盟するにあたっての課題
についても考える機会を得られた。

実際に国同士の折衝に関われるという職務内容に興味を持った。

一市民として国際社会に貢献できることについての吉田さんの考え方
に好感が持てました。外務省も堅い役人というイメージでしたが、印
象が変わりました。

EUとのEPA交渉がこんなにも進んでいるとは考えていませんでした。

とても興味を持ち、もっとEUについて知りたいと思いました。

外務省専門職の試験を控えており、モチベーションUPになりました。

参加学生の感想
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●

●

●

●

●

●

●

九州、事務局：九州大学EUセンター内）は、2013年

６月６日に、外務省経済局国際経済課の吉田昌弘首席事

へ向け

て」というテーマで外交講座を開催いたしました。外務

省の外交講座とは、外務省が全国の大学に職員を派遣

し、次代を担う大学生・大学院生を対象に最新の国際情

勢や外交問題について理解を深めてもらうため実施して

いる講座で、九州大学では昨年に引き続き今回も開催し

ました。当日は、一般市民の参加も含め、約50名が参

　学生にとっては、日本外交の第一線で活躍する現役外

、国際関係や日本の対

に、外務省での仕

事や国際公務員への道筋などが示されたパンフレットも

配布され、大変有意義な講義でした。

外務省外交講座「日本とEUの
協力関係：EPAへ向けて」を開催しました

EU
Institute
in Japan, 
九州

講師の吉田氏を紹介する
八谷まち子EUIJ九州代表・法学研究院教授

講師の外務省経済局国際経済課の
吉田昌弘首席事務官
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　2013年８月３日（土）、九州大学箱崎地区

のオープンキャンパスが開催されました。

　最高気温34度の炎天下のなか、全国から

高校生が九州大学を訪問しました。

　午前は、創立五十周年記念講堂にて法学部

紹介DVD上映や刑法の井上准教授による模

擬講義が行われ、午後からは現役法学部生の

引率によるキャンパス案内ツアーや学生・教

員との談話会が開催されました。

　高校生の皆さん、暑い中お疲れ様でした。

法学部へ
ようこそ！！

いったい
何冊あるんだろう…

法学部のこと
わかって
きたぞ～

法学部で
どんなことを
学びたいかな？

なんでも
質問してね！

オープンキャンパスを開催しました
KYUSHU

UNIVERSITY

FACULTY OF LAW
2013年度

法学部のこと

法学部で
どんなことを
学びたいかな？

OPEN 
CAMPUS

酒匂法学部長挨拶

キャンパスツアー（文系図書館）

法学部受付

司会の山下准教授（労働法）

模擬講義：井上准教授（刑法）

熱心に模擬講義を聴く高校生

キャンパスツアー
：

熊野研究室にて
ナチスの機関紙

を見る

キャンパスツアー：
岡崎教授による講義シミュレーション

談話会：酒匂法学
部長と高校生

談話会：江口教授
と高校生

談話会：大賀准教授と高校生
談話会にて、教員

の話に耳を傾け
る高校生 談話会：法学部学生と高校生
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を見る

キャンパスツアー：
岡崎教授による講義シミュレーション

談話会：酒匂法学
部長と高校生

談話会：江口教授
と高校生

談話会：大賀准教授と高校生
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る高校生 談話会：法学部学生と高校生
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（１－１）１：30pm－３：00pm
社会を切り取って記述するための
技術をまなぶ

（教授　寺本振透）

（１－２）３：10pm－３：50pm
社会の問題を発見し、ルールに頼
らずに解決を試みるための技術を
まなぶ

（教授　寺本振透）

（１－３）４：00pm－４：30pm
信頼による紛争解決手段の選択

（助教　Paulius　Jurčys）

（２－１）１：30pm－２：30pm
ルールの介入によって社会の問題
を解決する技術をまなぶ

（教授　寺本振透）

（２－２）３：00pm－４：00pm
ルール成立の背景を説明する技術
をまなぶ、ルールをただし書きに
よって調整する技術をまなぶ

（教授　寺本振透）

（３－１）１：30pm－２：10pm
ルールが作られた歴史的な背景を
知る

（教授　五十君麻里子）

（３－２）２：20pm－３：00pm
解釈によってルールを調整する技
術をまなぶ

（教授　寺本振透）

（３－３）３：30pm－４：10pm
まとめ と アンケート
（教授　寺本振透 ＋ 二宮利江）

第三日
８月10日（土）

第一日
８月８日（木）

第二日
８月９日（金）

学生情報サロン雑誌購入費

学生情報サロン運営費
（消耗品・事務費・設備費）

ゼミ論集刊行助成費
法学部ニュース刊行・発送費
TKC・研究支援システムサービスの利用 
雑誌記事索引集成DBサービスの利用
学生情報サロン教科書購入費
支出合計

法律時報　12冊　19,789円
法学教室　11冊　14,022円
法律のひろば　＠719×12冊＝8,628円
中央公論　＠809×12冊＝9,708円
文藝春秋　13冊　10,346円
法学セミナー　12冊　14,384円
判例時報　37冊　34,151円
世界　13冊　9,970円
判例タイムズ　21冊　41,379円
ジュリスト　16冊　24,095円
TIME　＠378×50冊＝18,900円
トナーカートリッジ・ドラムユニット　106,290円
レーザー複合機　124,700円
蛍光灯　50,400円
23ゼミ
399,000円×2回発行（法学部ニュース第12号第13号）

205,372

281,390

766,153
798,000

2,335,620
239,400
74,744

4,700,679

支　　　出
内　　　訳事　　　項 金　　　額

　この夏、法律実務家、法律実務家になろうとしている

学生、法律に関係する仕事についておられる社会人の皆

様に向けて、身につけておくべき最低限のスキルについ

て手ほどきすることを目的として、法学研究院は

「2013年サマープログラム」を開催しました。

　開催日は2013年８月８日（木）から８月10日（土）の

３日間で、福岡市赤坂の九州大学法科大学院附属リーガ

ル・クリニック・センターで開講されました。

　弁護士、税理士、IT系企業、IT系シンクタンクなどで働

く社会人10名、九州大学大学院法学府修士課程学生３

名、法学部生２名の計15名が参加しました。

　講義は、長年に渡り第一線でビジネス・ロイヤーとし

て活躍してきた法学研究院の寺本振透教授が中心とな

り、主にワークショップと問答形式で進められました。

　各講義の内容は、「社会を切り取って記述するための

技術を学ぶ」「ルールの介入によって社会の問題を解決

する技術を学ぶ」「ルールが作られた歴史的な背景を知

る」などで、人と人との関係性を記述し、社会の一部を整

理したうえで、そこにある問題を発見しルールの介入に

よって社会の問題を解決する技術を学んだり、解釈に

よってルールを調整する技術を学びます。

　参加者はワークショップや問答形式で、主体的に発言

や意見交換をし、時にはツールを使って自分の考えを表

現したり、多角的な視点から問題を切り取っていました。

　今回、試行的に行ったサマープログラムですが、非常

に好評で、相当の盛り上がりのもとに閉会しました。今

後継続した講義とするために法学研究院内部で検討を

進めていきたいと考えています。

　法学研究院サマープログラムについてのお問い合わ

せは、寺本振透研究室（hira．ayumi＠gmail．com）まで。

法学研究院サマープログラム（試行版）を開催しました
2013年

プログラムの時間割

LLP
平成24年度

ロー・ライブラリー・プロジェクト（LLP）支出報告
　平成17年度から、学生の保護者の方々のご寄附および教職員の寄附金を基に、法学部学生の学習

環境を整備するロー・ライブラリー・プロジェクト（LLP）を実施しています。

　この寄附金は、「法学部学生情報サロン」の整備や学生が利用できる法律データベースのサービス、

ゼミ論集の発行、そしてこの「法学部ニュース」の発行に使用されています。平成24年度は、上記の通

り、4,700,679円を執行しました。今後も学生の勉学環境の整備等に有効に利用していく所存です。

法学部
前期日程　　　　156名　

後期日程　　　　　46名　

帰国子女　　　　　　0名

計　　　　　　　202名

法科大学院
法学未修者　　　　22名　

法学既修者　　　　28名　

計　　　　　　　　50名

法学府修士課程
研究者コース　　　  3名　

専修コース　　　   19名　

国際コース　　　　 0名

計　　　　　　　   22名

法学府博士課程
研究者コース　　　 4名　

高度専門職業人コース　  1名

計　　　　　　　　 5名

平成25年4月
入学者データ

※国際コースは10月入学のためデータが0です。

　2013年４月に法学部・法学府・法科大学院の入学
式が執り行われました。平成25年度の入学者は以下
の通りです。

平成25年度法学部・法学府・法科大学院入学式が挙行されました
寺本教授 BobやCindyに扮して人物の関係性を議論する 効率的で理想的な情報の伝達形態を探る

法学部入学式・新入生オリエンテーション（2013年4月9日）

法学府入学式（2013年4月10日）

法科大学院入学式（2013年4月3日）
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猛暑の中、今年もオープンキャンパスにたくさんの高校生にご参加いただきました。ありがとうござい

ました。法学部ニュースについてのご意見・ご感想をお待ちしています。また寄稿も歓迎いたします。

　炭崎 貴子（sumisaki@law.kyushu-u.ac.jp）

FACULTY OF LAW

KYUSHU UNIVERSITY KYUSHU UNIVERSITY 

赤坂幸一＝奈良岡聰智（校訂）
『平野貞夫・衆議院事務局日記〔第４巻〕〔第３巻〕〔第２巻〕』信山社
赤坂准教授
2013年９月、８月、７月

内田博文（編）
『歴史に学ぶ刑事訴訟法』法律文化社
内田名誉教授
2013年８月

山元　一＝只野雅人（編訳）
『フランス憲政学の動向̶法と政治の間』慶応義塾大学出版会
南野准教授
2013年８月

『法政研究』80巻１号　九州大学法政学会　
井上准教授、香山准教授、関口教授、田中准教授、村上教授、村西准教授
2013年７月

南野　森（編）
『憲法学の世界』日本評論社
赤坂准教授、南野准教授
2013年７月

相澤英孝＝西村あさひ法律事務所（編著）
『知的財産法概説〔第５版〕』弘文堂
寺本教授
2013年７月

ミシェル・トロペール（著）南野　森（編訳）
『リアリズムの法解釈理論̶ミシェル・トロペール論文　』勁草書房
南野准教授
2013年６月

浅田和茂ほか（編）
『改革期の刑事法理論̶福井厚先生古稀記念論集』法律文化社
武内准教授、豊崎准教授
2013年６月

和田　肇＝脇田　滋＝矢野昌浩（編著）
『労働者派遣と法』日本評論社
野田教授
2013年６月

『社会保障　迫られる改革／欧米の動向と震災日本』（社会保障
法第28号）法律文化社
笠木准教授
2013年５月

法学部教員の近著（判例解説を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※法学部HPでも随時紹介しています。

　2013年４月22日（月）に、九州大学大学院法学研究院・法科大学院は、韓国の高麗大学法学
専門大学院と国際学術交流協定の調印式を行いました。
　調印式と共に、九州大学大学院法学研究院と高麗大学法学専門大学院の教授陣が講師を務
めるセミナーも開催いたしました。
　今後とも、両大学が学術・教育・学生の交流を促進し、よりよい関係を築いていくことが期待
されます。

九州大学大学院法学研究院・法科大学院は高麗大学法学
専門大学院（韓国）と国際学術交流協定を締結しました。
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